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東秩父村和紙の里　 82－1468

図書館からのお知らせ

　ただ今和紙の里では、

「道の駅記念きっぷ」を販売中！

　シリアルナンバー入り、３００枚ごとに

絵柄が変わり、いろいろなわしのちゃんに

出逢えます。

　ここだけの描き下しわしのちゃんなので

３００枚ごとに

ワクワクしてく

ださい！

特別公開！

　～１８００枚

　までのわしの

ちゃんです

詳しくは

　　　　　～ 今月のおすすめ本～

「テオのありがとうノート」

【内容紹介】

　障がい者施設で車いす生活をしている主人公

のテオは、何かを頼むたびにお礼を言うのにう

んざりし「ありがとう」と「すみません」を言

うのをやめることにした。

　「ありがとう」を言いたくないテオはひとり

でできることを増やしていく。

　順調に「ありがとう」を言う数を減らしていったテオだが、どう

しても「ありがとう」を言わなければいけない場面が出てくること

に気づきます。

　そこで、手伝いをしたりして「ありがとう」をもらい、「ありが

とう」貯金をして、ノートに書き留めていくことに…。

　できないことができるようになっていく楽しさや、諦めきれない

気持ちが描かれています。誰しもに共通するかっとうや感動がある

物語です。
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